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論 文 内 容 の 要 旨

遊離培養細胞が基質の上を運動するとき,その運動性を制御すると考えられる諸要因のうち,特に基質

の静電的性質の効果をしらべたのが本申請者の研究である｡

申請者にこのためにまず,アルブミンのポ1)マ-をベースとする基質にポリリジンまたはポリヒスチジ

ンをコ-ティシグして,いろいろの表面荷電をもつ基質を用意した｡リジン･ヒスチジンが共に塩基性の

アミノ酸であるため,細胞にとって至適な生理的条件である pH6-8の範囲で,基質の表面荷電が pH

の僅かな変化に依存して連続的に変ることも利用した｡なお細胞の挙動についての具体的実験に際して通

常は,血清を含む外液を使用するため,本申請著は基質としてのアルブミンポリマーを破砕して微粒子と

しこれにポリリジン又はポリヒスチジンをコーティングし,血清を含む細胞培養液中での電気泳動度を

pH6.6-8.2の範囲で実測し,これをもって基質の表面荷電のめやすとした｡

材料として用いたのはマウスの織維芽細胞 (L-細胞)で,さまざまの荷電を持つ基質の上でのL-細

胞の運動を,倣速度映画によって長時間記録し,それをもとに細胞の運動速度を求めたところ,それは基

質の荷電とよい相関を示した｡すなわち,基質のもつ荷電が小さくなるにつれて細胞の運動はおそくなり,

特にポリヒスチジン基質で外液のpHが酸性側のときおよびポリリジン基質の場合のように,負の荷電が

ある限度以下になると細胞は動かなくなった｡この運動性は,基質の化学組成それ自体,またはpHそれ

自体によらず,その表面荷電にのみ専一に依存した｡ポリリジン基質を,そのアミノ基と結合するトリニ

トロベンゼンスルフォン酸で処理すると細胞の運動性が回復すること,およびこの変化は血清の有無に関

係しないことなどもまた,この細胞の運動性における表面荷電の効果を示すものである｡このように運動

性が基質と細胞表面の相互作用に依存することを明示する結果から,次に,基質上における細胞接着の形

態を電子顕微鏡によってしらべたところ,基質の負荷電が低くて細胞の運動性の低い状態では,細胞が基

質とよく接着しているが,逆に高い負の荷電 ･高い運動性を与える条件では細胞表面の大部分が基質から

100nm 以上離れていることがわかった｡ この接着の様子を数量的に表現する工夫によって本申請者は接

着性の強さと基質荷電の間に,よい相関があることを見出した｡
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論 文 審 査 の 緒 黒 の 要 旨

細胞の,基質上での運動性および基質との接着性を制御する要因として,基質の効果は,これまでしば

しば示唆されてきたところであるが,本研究はこの点について確実な実験的根拠を提供したものとして注

目される｡基質の荷電を電気泳動性で実測したことにより,結果の確度が高められた点は特に評価される｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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